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【まとめ】 

 本研究は、医療機関の新設による救命救急活

動への影響を把握し、広域の救命救急活動での

プレホスピタルケアの利点や課題の整理と、効

果的なプレホスピタルサポートシステムへの

方策を検討した。 

 病院新設の影響は、救急活動時間の短縮とバ

ラツキの減少に顕著に表れていた。今後の方策

として、病院選定や、病院での引継ぎに関する

効率的なルールづくり、病院近辺道路の整備と

FAST 導入による救急車の走行性の向上などが

ある。 

 

１.研究の目的 

 警察庁発表の「平成 22年中の交通事故の発

生状況」によると平成 22年には交通事故によ

り年間約 90万人の国民が負傷し、4,863人の

命が失われている状況である。交通事故が発

生し当事者の傷病程度によっては、救急自動

車で医療機関への搬送が必要となる。 

 他方で、最近の救急自動車の出動件数の急

増や各地で展開される広域の救命救急活動に

より、救急隊の活動範囲は拡大し、搬送時間

が年々増大傾向にある。救命率向上のために

は、現場の救急救命士が適切な搬送先医療機

関を選択することや救急病院における医師へ

の早期引継ぎなどを含む、プレホスピタルケ

ア（病院前救護）における搬送時間短縮の重

要性が強調されるようになってきた。特に、

緊急度の高い交通事故を含む外傷などは、事

故発生（発症）から病院医師の治療決定まで

の時間が予後を左右するとされている。 

 本研究は、救急自動車の活動の変化を把握

し、特に、広域の救命救急活動におけるプレ

ホスピタルケアの利点や課題の整理を行い、

効果的なプレホスピタルサポートシステムへ

の方策を検討する。 

 

２.研究方法 

2-1研究方針 

 救命救急の活動サイクルは移動時間を

三辺とし、活動場所を頂点とする三角形で

表現することができる(以下、救命救急の

トライアングルと称す。図 2-1は救命救急

のトライアングルを示したものである)。

救命救急活動を効率化するということは、

この三角形をより小さくすることと考え

られる。三角形の縮小を実現するためには、

消防署、現場、病院での各活動時間の短縮

と、移動時間の短縮を同時に実現すること

が重要である。しかしながら、最近の救命

救急活動の広域化により、この三角形は拡

大する傾向にある。 

 本研究においては、千葉県鎌ヶ谷市の救

急活動記録票と救急自動車の実走行プロ

ーブデータを収集しデータベースを構築、

統合的なデータ分析を行い、医療機関の新

設前後の救命救急のトライアングルの実

態把握と、変化を明らかにした上で、特に、

広域の救命救急活動におけるプレホスピ

タルケアの利点や課題を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2研究の手順 

研究の手順を図 2-2に示す。 

現場活動時間現場活動時間

待機待機

現着時間現着時間

搬送時間搬送時間

引継時間引継時間
帰署時間帰署時間

出動

現着 現発

病着

引揚帰署
覚知

通報を受け、
現場を確認
して救急隊
を編成

経路を選択し、救急自
動車で現場へ移動

救急救命士により傷病者の処置を
行い、搬送先医療機関を選定

経路を選択し、救急
自動車で搬送先医
療機関へ移動

搬送先医療機関へ傷病
者を引渡し、受傷状況・
施した救急処置・経過等
を医師へ報告。搬送確
認書により通知

救急自動車
で所属消防
署へ移動

現 場

病 院消防署

図 2-1 救命救急のトライアングル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3実態調査の実施 

 図 2-3に示す 3消防署（鎌ヶ谷消防署、

中央消防署、くぬぎ山消防署)が、鎌ヶ谷

市内全域の救命救急活動を行なっている。 

 広域の救命救急活動の実態を把握する

ため、各消防署の協力の基、救急車プロー

ブ調査、救急活動記録票を収集した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)救急車プローブカー調査 

 救急車にプローブ機器を搭載しプロ

ーブデータを収集、電子道路地図と座標

マッチングを行い、分析用救急車プロー

ブデータベースを構築した。 

(2)救急活動記録票の収集 

 鎌ヶ谷市消防から救急活動記録票の

収集を行った。収集期間は、救急車プロ

ーブ調査期間と同期間である。 

(3)救急隊へのヒアリング 

 鎌ヶ谷の 3消防署において、救急隊へ

のヒアリングを実施した。 

2-4収集データの分析方針 

 医療機関の新設の前後における、救命救

急のトライアングルの変化を明らかにす

るため、過年度、H16年に収集したデータ

と、本研究で収集した H23年データについ

て、比較・検討を行った。分析対象データ

と分析内容を次に示す。 

(1)分析対象データの抽出 

 H16、H23年のデータ取得状況を表 2-1

に示す。分析対象データの選定にあたっ

ては、比較する両年のプローブデータ、

及び、救急活動記録票のデータ取得状況

を確認したうえで、データ収集日数が同

じとなるようにデータ抽出期間を選定

することにした。表 2-2 に示す 28 日間

を分析対象データの抽出日とした。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)分析内容の検討 

 抽出した分析対象データを基に、次

の分析を行った。 

①救急車出動状況 

救急車の出動場所、出動件数の変化 

②救急車搬送状況 

搬送先医療機関と、搬送件数の変化 

③救命救急活動内容の変化 

救命救急活動のトライアングルの変化 

④救急車の走行内容の変化 

 救命救急活動における、救急車の走

行内容の変化 

⑤救急隊へのヒアリング 

 上記分析結果を基に、ヒアリング調

査により、救命救急活動の実態を把握 

 

３.研究の成果 

3-1救急車出動状況 

 消防署別の出動件数、および字別の出動

回数の比較をした。H16年に比べ、全消防

署において H23 年の出動件数が増加して

いる。字別に出動状況を見ると、特に鎌ヶ

谷市北部エリアでの出動件数が増加して

いる。また、出動先の範囲が拡大している。 

図 2-3 鎌ヶ谷市全域と消防署の位置図 

 

分析対象期間 日数 分析対象期間 日数 分析対象期間 日数 分析対象期間 日数

中央署 H16.12.16～H17.01.12 28日
H23.12.09～H23.12.15
H23.12.20～H23.12.26
H24.02.15～H24.02.28

28日 H16.12.16～H17.01.12 28日
H23.12.09～H23.12.15
H23.12.20～H23.12.26
H24.02.15～H24.02.28

28日

鎌ケ谷署 H16.12.16～H17.01.12 28日 H23.12.20～H24.01.16 28日 H16.12.16～H17.01.12 28日 H23.12.20～H24.01.16 28日

くぬぎ山署 H16.12.16～H17.01.12 28日
H23.12.22～H24.01.04
H24.01.11～H24.01.24

28日 H16.12.16～H17.01.12 28日
H23.12.22～H24.01.04
H24.01.11～H24.01.24

28日

合計 - 84日 - 84日 - 84日 - 84日

H16年度 H23年度
（1）プローブカー調査 （2）救急活動記録票

H16年度 H23年度

H16年度 H23年度

救急車プローブデータ ○ ○

救急活動記録票 （交通事故事象のみ） ○

図 2-2 研究フロー 

表 2-1 データ種別別収集状況 

表 2-2 消防署別分析対象期間 

 

中央署 

くぬぎ山署 

鎌ヶ谷署 

鎌ヶ谷総合病院 

①救急車プローブ調査 
鎌ヶ谷市の稼働中の救急車へプローブ機器を 
設置し、１ヵ月程度の活動実態を調査 

②分析用データベース構築 
鎌ヶ谷市の救急活動記録データ、救急車プローブ 
データにより DB構築 

④救命救急のトライアングルの実態把握 
救急車の各活動サイクルについて、所用時間・ 
距離の実態把握 

③救急活動の変化の把握 

医療機関の新設に伴う救急活動の広域化の実態把握 

⑥プレホスピタル・サポート方策の検討 

広域救急活動で効果的にあるプレホスピタル・ 
サポートの方策検討 

⑤問題点の整理 
広域救急活動での救急活動時間を増大させる 
要因の把握と活動時間に与える影響を整理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2救急車搬送状況 

 搬送先医療機関について、H16 年と H23

年の比較を行った。医療機関別の搬送割合

は、H16年では、約 7割が鎌ケ谷市外に搬

送されていたが、H23年には、新設された

鎌ヶ谷総合病院が、全体の約 5割を受け入

れており、鎌ケ谷市外への搬送割合が半減

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3救命救急活動内容の変化 

(1)平均活動時間の比較 

 鎌ヶ谷市の救命救急活動の活動内容

別の活動時間について、図 3-4 は全体

活動時間に対する各活動時間の占める

割合を、図 3-5 は H16 年の活動時間と

の比較を、それぞれ整理した。 

 次の事が明らかになった。 

①H23 年の救命救急のトライアング

ルの活動面積は、H16 年に比べ拡大

している。 

②H23年の出場時間、搬送時間、引揚時

間は、H16年に比べ短くなっている。 

③引揚時間は、最も所要時間が短縮さ

れ、平均で約 4.4分の短縮となって

いる。これは、前述の搬送状況で示

した、鎌ヶ谷市外への搬送件数の減

少によるものと推察される。 

④逆に、H23年の現場時間、病院滞在

時間は、H16年に比べ増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)各活動時間の分布 

 図 3-6に、H16年と H23年の救命救急

活動での全活動時間の分布を示す。H23

の平均活動時間は、H16に比べ増加して

いるが、85％、90％タイル値の時間は

共に短くなっており、活動時間のバラ

つきは改善されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 所要時間の分布【H16_全活動】 平均 85%ﾀｲﾙ値 　　90%ﾀｲﾙ値 n=207
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図 3-1 消防署別出動件数の比較 

図 3-2 字別の出動頻度 

図 3-4 全体活動時間に対する各活動時間の占める割合  

【全消防署_全事象】 六角形面積 H16=2.6 H23=2.7
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図 3-6 全活動時間の分布（H16-H23） 
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3-4救急車の走行内容の変化 

(1)走行距離と旅行速度の変化 

 救命救急活動時の、出動、搬送、引

揚の各活動別に、救急車の、図 3-7 は

平均走行距離を、図 3-8 は平均旅行速

度をそれぞれ整理した。 

 次の事が明らかになった。 

①平均走行距離は、全活動時において、

H16 年よりも距離が短くなっている。 

②平均旅行速度は、全活動時において、

H16年よりも速度が低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)国道 464号での旅行速度の変動 

 救命救急活動時の平均旅行速度の低

下が著しい国道 464 号における、救急

車走行の旅行速度の比較の結果、踏切

やボトルネック交差点での速度低下が

明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-5救急隊へのヒアリング 

(1)高次新設病院の開院の効果 

 2.5次病院の開院により、救急活動の

負担は大幅に減少している。 

(2)現場滞在時間 

 現場での処置時間が長くなる傾向に

ある。特に心肺停止などでは、長時間

現場に滞在する傾向にある。 

(3)病院滞在時間の延長 

 病院への搬送後、傷病者の手当や処

置の手伝いなど、緊急の事象が発生し

ていないケースにおいて、病院での滞

在時間が長くなる傾向にある。病院か

ら現場へ直接出動するケースが増加し

ている。 

(4)救急車の走行速度の低下 

 近年交通量が著しく増加している。

鎌ヶ谷市の道路は、道路幅員が狭く通

行しづらい道路が多い、また、踏切が

救急走行のボトルネックになっている。 

 

４.今後の課題 

 新設病院の開設に伴う、鎌ヶ谷市の救急救

命活動への効果と課題および、プレサポート

ケアシステムの効率化に向けた、今後の改善

策は、次の通りである。 

(1)効果 

①鎌ヶ谷市での病院新設の影響は大きく、 

市外の医療施設への搬送は半減している。 

②上記の効果は、搬送時間、引揚時間の

短縮として顕著に表れている。 

③加えて、救命救急活動の全活動時間の

バラツキ改善にも寄与している。 

(2)課題 

①現場滞在時間、病院滞在時間の延長と

いう新たな課題が発生している。 

②自動車交通量の増加に伴う救急車の走

行速度の低下が発生している。 

(3)今後の改善提案 

①病院選定や、傷病者搬送後の引継ぎに

関する効率的なルールづくり 

②高次新設病院近辺の道路整備と、FAST

導入による救急車の走行性の向上 

 

５.研究成果の公表方法 

・日本救急医学会総会、日大医学会例会 

・日本臨床救急学会雑誌、IATSS Review(H25年度) 
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図 3-7 平均走行距離 図 3-8 平均旅行速度 
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図 3-9 国道 484号線（くぬぎ山～西白井方向） 

を走行する救急車のリンク平均速度 

 

図 3-10 国道 484号線（西白井～くぬぎ山方向） 

を走行する救急車のリンク平均速度 

 

北初富駅直近の 

踏切区間 

鎌ケ谷消防署前 

交差点 


